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フォーラム・セミナー報告

　今回は教学IR先進大学でもある大阪
府立大学から高橋先生、畑野先生をお招
きしました。高橋先生からはこれまでの副
学長としてのご経験、さらには現在の学長
補佐としてのお立場から全学レベル（マク
ロ）について、畑野先生には実際に教育
改善の基盤となる、学士課程や教育プロ
グラムレベル（ミドル）について、事例を
お聞かせいただきました。今回は学内のイ
ベントとして限定することで、普段なかなか
公開できないデータ分析の結果もご提示い

ただき、改めて教学IRが果たせる役割の
大きさを認識することができました。当日は
本学からも、現在、推進中である教学IR
の全体像について、教学IRプロジェクトの
紺田先生にも報告いただきました。当日は
平日の午後早い時間開催にも関わらず、
教学IRプロジェクト関係者中心に20名が
参加し、そのマネジメントや効果について、
双方の大学において有意義な議論を展開
することが出来ました。

（教育推進部　森　朋子）

　4月23日(土)、恒例の “FD Café”（新
任教員研修会）を開催しました。新年度
開始早々の気忙しい時期でありましたが、
12名の参加を得ました。新任校での授業

を数回経てからの方がリアリティに満ちた
対話ができるとの考えから、2011年度より
4月の下旬を開店の時期にしています。
　また一昨年度より、CTLが推進する各
種プロジェクトの内容をご理解いただき、
それを日常の教育実践に反映していただ
けるようにメニューに変更を加え、充実を
図っています。
　このたびのCafé Timeはカードに書か
れた4桁の数字の共通点を発見してグ
ループメンバーを探すアイスブレイクから始
まり、その後、クリッカー（オーディエンス
レスポンスシステム）の活用方法、TA・
LAなどの学生の教育力を活用する制度
の説明、関西大学LMSの使い方に関す

るインストラクション、ライティング・ラボやコ
ラボレーション・コモンズなど、CTLの新
しい取組の紹介、あるいはグループワーク
の意義と価値を学生が実感できる手法の
体験など、さまざまなインフォメーションやコ
ンテンツ、メソッドを提供できたと思います。
　コンテンツやメソッドに関する情報等を提
供することも大切ですが、学部や専門分
野を越えた教員のつながりを大切に育んで
いくこと、これあってこそ豊かなFDを展開
できると考えています。今後も、新しいメ
ニューを開発していくつもりでいます。4月
以外の開店も考えております。その折りに
は、どうぞお気軽にお訪ねください。

（教育推進部　三浦真琴）FD Cafeの様子

日常的FD懇話会の様子

第12回日常的FD懇話会「教学IRが果たす役割と今後の展開」を開催しました
日時：3月16日（水）14：30 ～ 16：30
場所：第2学舎2号館C303教室

今期もFD Caféを開店しました 日時：4月23日（土）13：00 ～ 16：30
場所：第2学舎2号館C203教室

話題提供：高橋哲也先生（大阪府立大学教授、学長補佐）
　　　　　畑野　快先生（大阪府立大学特任助教）
　　　　　紺田広明先生（関西大学アドバイザリースタッフ）

CTL プロジェクトの紹介
①学生の教育力活用プロジェクト
　学生の教育力活用プロジェクトでは、学生の教育力を活用した授
業のための制度整備、学生スタッフへの研修をすることで、質の高
い学習・教育の振興に寄与することを目指しています。本学には、
教員の教授を支える「TA（ティーチングアシスタント）制度」、初年
次科目におけるグループワークのファシリテートをするなど学生の学

びを支える「LA（ラーニングアシスタント）制度」があります。こ
れらの制度を主軸に、学生の教育力を活用した学習・教育の質向上
を推進していきます。また、学習支援に関する諸組織とも連携をとり
ながら活動をすすめていきます。

（教育推進部　岩﨑千晶）

②ICT活用授業の普及活動
　これからの社会を生き抜く関大人には、ライフロング・アクティブ・ラー
ナーとしての素養と信頼を得るためのアドバンスト・コミュニケーション
のための高度なICTリテラシーが必須となります。このプロジェクトで
は、ライフロング・アクティブ・ラーニング環境で活用できるシンキング
ツールやICTを活用した学習環境の普及・啓蒙を目指していきます。

　例えば、6月の第12回日常的FD懇話会では、母国語及び外国語で
のライティング支援、理数系のレポート課題の提出・添削によるアドバ
イス・再提出までをICTで一元管理し、ピアレビューによるアクティブ・
ラーニング環境、効率よく質の高い学びを保証するICTを情報共有さ
せていただきます。　　　　　　　　　 　（教育推進部　山本敏幸）

③ライティング支援プロジェクト
　ライティング支援プロジェクトでは、平成24年度に文部科学省大学
間連携共同教育推進事業に採択された取組「〈考え、表現し、発信す
る力〉を培うライティング／キャリア支援」を推進しております。学内３ヶ
所に設置された「ライティングラボ」におけるライティング支援を中心に、

「文章表現ワンポイント講座」の開催や、〈書く力〉をめぐる評価指標
の開発と運用、ライティング支援に特化したｅポートフォリオの開発と運
用など、学生の学びを支援する様 な々活動に取り組んでいます。

（文学部　中澤　務）

④アクティブ・ラーニング
　教育開発支援センターでは本学にアクティブ・ラーニングが浸透す
ることを願って、学生の学習が主体的、活動的なものになるような知
見や情報の提供・共有あるいは創出に尽力しています。特に、平成
26 年度に文部科学省大学教育再生加速プログラムに採択された『21
世紀を生き抜く考動人 Lifelong Active Learnerの育成』において、

これまで取り組んできたLA（Learning Assistant）の活用と育成を
精力的に継続するとともに、交渉学を大きな柱とした取組により、創
造的な思考と責任ある行動を実践していく社会人の基礎力の涵養を目
指しています。

（教育推進部　三浦真琴）

⑤学習環境デザインプロジェクト
　2013 年度に発足した学習環境デザインプロジェクトでは、質の高い
学習・教育の促進を目指した学習環境をデザインすることを目的とし
ております。具体的にはコラボレーションコモンズ、図書館ラーニング
コモンズ、サテライトステーション2など、授業外の学習環境における

学びの場のデザイン、機材や什器等の整備を行います。ならびにコモ
ンズで提供する学習支援の企画、実施、評価をすることで、よりよい
学習環境の構築を目指しています。

（教育推進部　岩﨑千晶）

⑥成果指標検討
　現在、本プロジェクトでは、教学IRの推進と初年次教育に関する
コモン・ルーブリックの作成の2 本の柱を中心に活動を行っています。
いずれも学習を評価することで教育改善を目指すものですが、それに
とどまらず、その評価を直接、学生が自らの学習状況として把握でき

るツールとしても活用することで、学生の学びに関する主体性を喚起
できるのではないかとも考えます。直接活用、間接活用も含め、より
学生の学びのサポートのあり方を検討していきます。

（教育推進部　森　朋子）

ライティングラボの活動のご案内

～ラボは今年も熱いです～ ライティングラボに関する詳しい情報はホームページ
（Facebook、Twitterを含む）まで。

ライティングラボ（wlabo@ml.kandai.jp）では、学部生のライティング（文章作成）力向上のため、
レポート・論文をはじめ、さまざまな文章作成のお手伝いをしています。

（1）ライティングラボでの支援
　ライティングラボは、千里山キャンパ
スでは第1学舎1号館5階と総合図書
館ラーニング・コモンズ内ライティング・
エリア、高槻キャンパスではC棟1階学
生サービスステーション内にあります。
大学院博士後期課程の学生（TA）が
学部生に文章作成についてのアドバイ
スをしています。レポートや卒業論文
はもちろん、発表資料（レジュメやスライ
ド）や留学・ゼミの志望理由書などの
学生生活にかかわる文章まで、さまざ
まな種類の文章に対応しています。

文章作成にまつわる学生の悩みは多
様です。その一つひとつを解決してい
くことで、学生が自信を持って文章を書
けるよう、支援しております。
　ゼミや授業との連携も積極的に進め
ており、現在は先生方からのお問い合
わせも増えております。例えば、授業
でのラボ利用ガイダンスの実施や、先
生から学生へのラボ利用の指示など
の形で連携しています。
　ご関心のある先生は、メールでご連
絡くださるか、第1学舎1号館6階のラ

イティングラボ2まで、ぜひ気軽にお立
ち寄りください。お待ちしております。

（2）レポートの書き方ワンポイント講座
　お昼休みの30 分間でレ
ポートの書き方のワンポイ
ントを解説する講座を開催
しています。2016 年度は、
4月に千里山キャンパスと高
槻キャンパスで開催し、追
加開講するほどの大盛況ぶ
りでした。今後も、レポー
ト作成に役立つテーマ（レ
ポートの構成、文献の引用
などの基本的なテーマ、文
献の批判的読み、要約、

レジュメの作成ポイントな
どの応用的なテーマ）で講
座を4つのキャンパスで開
催します。日程やテーマの
詳細情報は、インフォメー
ションシステム、学内掲示、
ライティングラボホームペー
ジ（Facebook や Twitter
を含む）でも随時お知らせ
しています。先生方も学生
に参加をすすめていただけ
ましたら幸いです。

（3）「考動力」作文コンテスト
　伊丹市教育委員会協力の
もと、作文コンテスト（小論文
とショートショートの2部門）を
開催しています。文章を書く
ことを通じて培った考える力・
表現する力を発信する場とし
て、昨年度はゼミ単位で応募
してくださる先生もいらっしゃ
いました。ご関心のある先生
方は、「ライティング力を試す
きっかけ」として、ぜひ学生
に応募をおすすめください。
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学生生活にかかわる文章まで、さまざ
まな種類の文章に対応しています。

文章作成にまつわる学生の悩みは多
様です。その一つひとつを解決してい
くことで、学生が自信を持って文章を書
けるよう、支援しております。
　ゼミや授業との連携も積極的に進め
ており、現在は先生方からのお問い合
わせも増えております。例えば、授業
でのラボ利用ガイダンスの実施や、先
生から学生へのラボ利用の指示など
の形で連携しています。
　ご関心のある先生は、メールでご連
絡くださるか、第1学舎1号館6階のラ

イティングラボ2まで、ぜひ気軽にお立
ち寄りください。お待ちしております。

（2）レポートの書き方ワンポイント講座
　お昼休みの30 分間でレ
ポートの書き方のワンポイ
ントを解説する講座を開催
しています。2016 年度は、
4月に千里山キャンパスと高
槻キャンパスで開催し、追
加開講するほどの大盛況ぶ
りでした。今後も、レポー
ト作成に役立つテーマ（レ
ポートの構成、文献の引用
などの基本的なテーマ、文
献の批判的読み、要約、

レジュメの作成ポイントな
どの応用的なテーマ）で講
座を4つのキャンパスで開
催します。日程やテーマの
詳細情報は、インフォメー
ションシステム、学内掲示、
ライティングラボホームペー
ジ（Facebook や Twitter
を含む）でも随時お知らせ
しています。先生方も学生
に参加をすすめていただけ
ましたら幸いです。

（3）「考動力」作文コンテスト
　伊丹市教育委員会協力の
もと、作文コンテスト（小論文
とショートショートの2部門）を
開催しています。文章を書く
ことを通じて培った考える力・
表現する力を発信する場とし
て、昨年度はゼミ単位で応募
してくださる先生もいらっしゃ
いました。ご関心のある先生
方は、「ライティング力を試す
きっかけ」として、ぜひ学生
に応募をおすすめください。
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フォーラム・セミナー報告

　今回は教学IR先進大学でもある大阪
府立大学から高橋先生、畑野先生をお招
きしました。高橋先生からはこれまでの副
学長としてのご経験、さらには現在の学長
補佐としてのお立場から全学レベル（マク
ロ）について、畑野先生には実際に教育
改善の基盤となる、学士課程や教育プロ
グラムレベル（ミドル）について、事例を
お聞かせいただきました。今回は学内のイ
ベントとして限定することで、普段なかなか
公開できないデータ分析の結果もご提示い

ただき、改めて教学IRが果たせる役割の
大きさを認識することができました。当日は
本学からも、現在、推進中である教学IR
の全体像について、教学IRプロジェクトの
紺田先生にも報告いただきました。当日は
平日の午後早い時間開催にも関わらず、
教学IRプロジェクト関係者中心に20名が
参加し、そのマネジメントや効果について、
双方の大学において有意義な議論を展開
することが出来ました。

（教育推進部　森　朋子）

　4月23日(土)、恒例の “FD Café”（新
任教員研修会）を開催しました。新年度
開始早々の気忙しい時期でありましたが、
12名の参加を得ました。新任校での授業

を数回経てからの方がリアリティに満ちた
対話ができるとの考えから、2011年度より
4月の下旬を開店の時期にしています。
　また一昨年度より、CTLが推進する各
種プロジェクトの内容をご理解いただき、
それを日常の教育実践に反映していただ
けるようにメニューに変更を加え、充実を
図っています。
　このたびのCafé Timeはカードに書か
れた4桁の数字の共通点を発見してグ
ループメンバーを探すアイスブレイクから始
まり、その後、クリッカー（オーディエンス
レスポンスシステム）の活用方法、TA・
LAなどの学生の教育力を活用する制度
の説明、関西大学LMSの使い方に関す

るインストラクション、ライティング・ラボやコ
ラボレーション・コモンズなど、CTLの新
しい取組の紹介、あるいはグループワーク
の意義と価値を学生が実感できる手法の
体験など、さまざまなインフォメーションやコ
ンテンツ、メソッドを提供できたと思います。
　コンテンツやメソッドに関する情報等を提
供することも大切ですが、学部や専門分
野を越えた教員のつながりを大切に育んで
いくこと、これあってこそ豊かなFDを展開
できると考えています。今後も、新しいメ
ニューを開発していくつもりでいます。4月
以外の開店も考えております。その折りに
は、どうぞお気軽にお訪ねください。

（教育推進部　三浦真琴）FD Cafeの様子

日常的FD懇話会の様子

第12回日常的FD懇話会「教学IRが果たす役割と今後の展開」を開催しました
日時：3月16日（水）14：30 ～ 16：30
場所：第2学舎2号館C303教室

今期もFD Caféを開店しました 日時：4月23日（土）13：00 ～ 16：30
場所：第2学舎2号館C203教室

話題提供：高橋哲也先生（大阪府立大学教授、学長補佐）
　　　　　畑野　快先生（大阪府立大学特任助教）
　　　　　紺田広明先生（関西大学アドバイザリースタッフ）

CTL プロジェクトの紹介
①学生の教育力活用プロジェクト
　学生の教育力活用プロジェクトでは、学生の教育力を活用した授
業のための制度整備、学生スタッフへの研修をすることで、質の高
い学習・教育の振興に寄与することを目指しています。本学には、
教員の教授を支える「TA（ティーチングアシスタント）制度」、初年
次科目におけるグループワークのファシリテートをするなど学生の学

びを支える「LA（ラーニングアシスタント）制度」があります。こ
れらの制度を主軸に、学生の教育力を活用した学習・教育の質向上
を推進していきます。また、学習支援に関する諸組織とも連携をとり
ながら活動をすすめていきます。

（教育推進部　岩﨑千晶）

②ICT活用授業の普及活動
　これからの社会を生き抜く関大人には、ライフロング・アクティブ・ラー
ナーとしての素養と信頼を得るためのアドバンスト・コミュニケーション
のための高度なICTリテラシーが必須となります。このプロジェクトで
は、ライフロング・アクティブ・ラーニング環境で活用できるシンキング
ツールやICTを活用した学習環境の普及・啓蒙を目指していきます。

　例えば、6月の第12回日常的FD懇話会では、母国語及び外国語で
のライティング支援、理数系のレポート課題の提出・添削によるアドバ
イス・再提出までをICTで一元管理し、ピアレビューによるアクティブ・
ラーニング環境、効率よく質の高い学びを保証するICTを情報共有さ
せていただきます。　　　　　　　　　 　（教育推進部　山本敏幸）

③ライティング支援プロジェクト
　ライティング支援プロジェクトでは、平成24年度に文部科学省大学
間連携共同教育推進事業に採択された取組「〈考え、表現し、発信す
る力〉を培うライティング／キャリア支援」を推進しております。学内３ヶ
所に設置された「ライティングラボ」におけるライティング支援を中心に、

「文章表現ワンポイント講座」の開催や、〈書く力〉をめぐる評価指標
の開発と運用、ライティング支援に特化したｅポートフォリオの開発と運
用など、学生の学びを支援する様 な々活動に取り組んでいます。

（文学部　中澤　務）

④アクティブ・ラーニング
　教育開発支援センターでは本学にアクティブ・ラーニングが浸透す
ることを願って、学生の学習が主体的、活動的なものになるような知
見や情報の提供・共有あるいは創出に尽力しています。特に、平成
26 年度に文部科学省大学教育再生加速プログラムに採択された『21
世紀を生き抜く考動人 Lifelong Active Learnerの育成』において、

これまで取り組んできたLA（Learning Assistant）の活用と育成を
精力的に継続するとともに、交渉学を大きな柱とした取組により、創
造的な思考と責任ある行動を実践していく社会人の基礎力の涵養を目
指しています。

（教育推進部　三浦真琴）

⑤学習環境デザインプロジェクト
　2013 年度に発足した学習環境デザインプロジェクトでは、質の高い
学習・教育の促進を目指した学習環境をデザインすることを目的とし
ております。具体的にはコラボレーションコモンズ、図書館ラーニング
コモンズ、サテライトステーション2など、授業外の学習環境における

学びの場のデザイン、機材や什器等の整備を行います。ならびにコモ
ンズで提供する学習支援の企画、実施、評価をすることで、よりよい
学習環境の構築を目指しています。

（教育推進部　岩﨑千晶）

⑥成果指標検討
　現在、本プロジェクトでは、教学IRの推進と初年次教育に関する
コモン・ルーブリックの作成の2 本の柱を中心に活動を行っています。
いずれも学習を評価することで教育改善を目指すものですが、それに
とどまらず、その評価を直接、学生が自らの学習状況として把握でき

るツールとしても活用することで、学生の学びに関する主体性を喚起
できるのではないかとも考えます。直接活用、間接活用も含め、より
学生の学びのサポートのあり方を検討していきます。

（教育推進部　森　朋子）

ライティングラボの活動のご案内

～ラボは今年も熱いです～ ライティングラボに関する詳しい情報はホームページ
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ライティングラボ（wlabo@ml.kandai.jp）では、学部生のライティング（文章作成）力向上のため、
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